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（Il）　LpaTAta 2．pa　tA　ta 3．pa　tA　Ta 4．pa　TA　Ta
大文字表記の部分に強勢が懸かるとして、スペイン語話者たちはこれらの音声実現の違いを
区別できるのだろうか？今のところ、彼らがこのような能力を有するという報魯を見ていな
いし、また非nativeの日本入で、このような強勢範囲の差を実現し聞き取れるという入にも
出会わない。
　アクセントが音節の一部でなく、音節全体に分布するという　（7）a．説がもし正しいので
あれば、一番左の（ll）1．以外の発音を識別して排除できなければならない。2．や3．と4．
を対立的にとらえることが出来ずその実現を意図的にも区別不可能なのであれば、アクセン
トが線分的な音節に存在するという主張を覆す間接的な証拠となる。これに関連してもう一
つ興味深い事実に気づく。
　最近の本格的な西語対訳辞典はいずれも見出し語に音声記号による発音情報を載せるのが
普通である。もし、アクセントの分布が音節と一致するのが本来あるべき正しい姿であるの
ならば、その規範的性格からして精密な標記が採用されるべきである。すなわち、
（茎2）　　a．　　　　［patata］ 　　　　
　　　に
b．〔patata］　c．　lpa－ta－ta】
（12）b．またはc．あるいは何らかの方法で強勢がta全体に及ぶことを添さなければならな
い。ところが、我が国の3種類の主要な辞響）はいずれも　（12）a．の発音を掲げており、ア
クセントは母音の上に落ちると示されている。便宜的にカナ文字での発音を付記している辞
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書でも、強勢の音節全体のカナをボールド体で区別するのでなく、音節核の母音を含むカナ
に相当する部分だけが太字体で印鰯されているのがわかる。このような慣行はアクセントが
音節の領域と重なることを暗黙裡に否定しているとも受け取れる。
　各教科書にも示されているように、教室では、アクセントは音節全体にあると教えられて
いるにもかかわらず、～方、辞書では、すべての強勢を持つ語のアクセントは母音にあるよ
うに示されているのを見て、学習者は戸惑いや矛盾を感じないだろうか？
　以上の諸点から、アクセントを実用的な教育目的で教えるケースに限らずに、一般に音節
を上記（5）iii）の山並みのように考え、アクセントを配置できる位置を数えるための識別点
として「音節核音」に注目することの方が合理的でかつ妥当だという結論に至る。もちろん、
音節核音をcri£icalな要素と見なすという意味合いで重視するのであって、明らかにこの母音
の継続時間がすなわちアクセントの持続時澗だと断定するのではない。
　つまり、アクセント（強勢）を担える要素は「音節内のすべてのセグメントや特定の一部の
要素」であると厳密に理解することはできないし、する必要もない。線分メージの音節観を
植え付ける伝統的な分節法によって得られた音節は、むしろ（1e）のアクセントを想定する。
従って、（3）（4）の捲導をするのを避けるのは、単に学習者の負担を軽減して、学習効果を上
げやすくするだけでなく、言語音とアクセントの関係について誤った観念を防止するといっ
た利点もあると思う。
1．5．完全分節は必要か
　従来の音節及びアクセント教育では、1つの単語を完全に分節してから、具体的には単語
の第1音節から語尾に向けて進み、全音節を確定した後で、アクセントの位置を知るという
手続きが踏まれている。アクセントを指導するためにのみf音節」を導入するという圏的か
ら判断すれば、これは余剰的である。強勢位置は語尾の方から前方ヘスキャンされ、最終音
節または終わりから第2音節か第3音節目で発見されればそれでず分である。多音節語につい
ては、行う必要もない先の分節を行なっていることになる。もし学習者がこの通り実践して
いるとすれば、かなりの無駄を含んでいるはずである。
G．6．未習項巨の無統制先取り
　さらに、（1）の方式では、アクセントと各音の発音法の関係だけでなく一般に、未習・後
出の項目が随時に先取りされて使われるといった提示順序の転倒や矛盾が頻出するのも特色
である。
　冒頭の（1）のメニューで、字母表を除きすべての項霞で「単語の例示」部分があるのに気
がつく。各unitの段階で、多かれ少なかれ、実際のスペイン語単語が聞かされたり、発音の
練習が促されているのは当然とも言える。例えば、unit　2aで子音の発音を指導するときに、
各子音文字のみを敬り出して、その音価を解説したり、あるいは実地に学習者に聞かせる教
師はほとんど皆無だろう。実際、テキストではこの段階に多数のスペイン語の単語が例示さ
れて、教師側も発音するし、学生もそれをまねて発音してみることが期待されている。一方、
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母音や二重母音の実例提示のためにも単語が示されるが、そこに含まれる子音の発音が未習
であるのに、それらが無秩序に先取りされるのが当たり前のようになっている。
　とりわけ、このように多数の単語に晒されその発音に全神経を注意を傾注するように指導
されながら、このとき学習者はアクセントとその位置については何の知識も与えられていな
いチグバグな事態が生じるのは深刻である。
　このような不統制と混乱が起こるのは、アクセントの位置についての説明が、一番最後に
置かれているためである。なぜ、最も後回しになるかというと、アクセントは音節に依存し
ており、音節の定義や音節への分節が終わってからでないと、取り上げられないからである。
一方、音節と分節法は、すべての母音、二重母音、子音、二重子音の解説を済ませてからで
ないと提示することができないから、（1）の標準メニューのように、やはり終わり近くでない
と取り上げることができない、という循環的矛盾に陥いる。
そこで、これらの矛盾を解決するために、（1）率（2）＋（3）＋（4）に代わるものとして、IIの
再編成案を提案して見たい。
II．別案
2．1．
（13）＜文字と発音＞
　　unit　1．母音の発音
　　　aeo；iu（i，uは母音の直前・直後で半母音になる）
　　　［al，　au，　ei，　eu，etc．の組み合わせ　】4）
　　unit　2．アクセントの位置
　　　1）アクセント符号が付けられた語は、その母音
　　　ii）　・母音かn，　sで終る語　⇒　最後から2番目の母音
　　　　　・n，s以外の子音字で終る語　⇒　最後の母音
　　unit　3．各・子音の発音：　単語の例示　（ay，　ey，　etc．を含む）
unit　1は5つの母音文字とその音価に対する簡単な解説を含む。各音を聞き取らせ発音する
だけで十分である。1を除いてそれぞれが単語の綴りでもあり得るが、ここは文字と音の関
係として提示する。旧来の教授法と異なる点は、ここに例語を示さない他、強母音（開母
音）・弱母音（閉母音）のような分類用語を導入しない点にある。
　オプションとして、二重母音・三重母音の組み合わせをリストアップしてもよいが、これ
らを暗記するための項目にはしない。また、非重母音、分立のケースと区別して、その相違
をことさら強調し、理解して記憶するよう強制するのをむしろ避ける。二重母音・三重母音
の用語は使わない。また、これらを含んだ単語の具体例はここでは提承しない。
　半母音という概念・用語が新たに必要だが、”i，Uは母音の直前・薩後で半母音になる”と
いうだけのわかりやすい定義なので学習者の負担は軽い。伝統的な発音解説でも、どのみち
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述べられなければならない、iu，　uiに閣しては、主に2番目の文字が母音として発音される
傾向が強いことを口頭で注釈するくらいでよいであろう。
　アクセント位置（unlt2）のプレゼンテーションは、どのようにアクセント符号が利用さ
れるのかのortografiaの基準を明らかにするよりは、初級者に対しては、書き表された単語綴
りに対してどのようにして強勢位置を発見するか、という実用霞的に徹する方が効率的であ
る。前述のように『アクセントは（4）1．2．3のいずれかの場合がある』というのは正確でな
い。unit　2　i）が最優先で（無条件で）適用されなければならない基準である。逆に見れば、こ
れに該当している単語はすべてがii）に相当しないわけではない。例えば、　iりに該当しなが
らも、アクセント符号を持つ語も存在する【cuando，　t6；biceps，　f6rceps，　etc．】からであ
る。論理的には「アクセント符号を持つ語は、その位置に強勢を置け」という第1原則が先
ず存在し、ついで、ii）の二つの相補的下位規則が適用されるよう順序づけられた関係にある。
　（13）で示した別案では、単語の例示が子音解説の時点で始めて行われるのに注目されたい。
もちろん、子音だけの語は存在しないので、必要なら母音に関する追加説明を含めて、母音
の発音実習がここでも平行してなされるのは言うまでもない。
2．2．新方式の特色
　前項のシラバスは、一方で、本稿で指摘した様々な問題を解決するほか、他にも多くの利
点を含んでいると信じる。入門スペイン語の冒頭部の発音解説として、これまで筆者自身が
撫当したクラスでかなりの実践（具体的なテキストとしては下記のものがほぼ、この別案方
式を採用している）を経たものであり、経験上、特に不都合をもたらす部分はないことを確
認している。
☆大阪外国語大学イスパニア語研究室編『Curso　de　Espafiol：Gramatica－Lectura』、1980（公開
講座スペイン語72時間コース教材）
☆出ロ厚実・長谷川信弥9アデランテ』第三書房、ig97
その特長と、導入のためのコストを比較して箇条書きにまとめたのが次の（14）（15）である：
（14）特長
　・用語「二重子音」・「強母音、弱母音、二重母音、三重母音」の不使用
　・強弱、弱弱、弱強etc．のパターンあるいは十数種類の二・三重母音の組み合わ形式
　　の暗記が不要になる
　・二重子音のi2種の組み合わせを暗記する必要がない
　・「音節」の定義、分節手続きの修得が不要
　・文字xの異例な、音声レベルでの分割k－sを避けられる
　・sub！rayar，　sub！lunar，　sub／repticioなどの例外的分節に対する考慮が不要
　・アクセントの位概を知るための手続きが簡単で、覚えやすくなる
　・アクセントを早期に説明できるため、母音・子音の発音説明における単語の聞き取り
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　や練習調音をアクセントの位置を意識して行うことができ、アクセントパターンの修
　得に有効である
・ 未習事項の先行出現などURit問の提示順序の不統制、矛盾を避けることができる
（15）導入コスト
・半母音とその定義
・ 単語の分綴（ハイフンによる分割）法5）を学ぶ必要のある者は、そのときに分節の方
　法を新たに修得しなければならない
2．3、終わりに
　音節の概念はアクセント位置決定のために不可欠なものとして、あるいは消極的に膿け
られないもの」として、入門スペイン語授業の冒頭部で教えられるのが普通である。もし習
慣的に行われている（3）の分節手続きを行わなくても、簡単に単語アクセントの位置を知る
溺の方法があるのならば、音節はスペイン語の発音指導の上で基本となる重要事項の1つだ
という主張は根拠を失う。
　この報告では、さらに一歩進めて、「二重子音」「分節」「音節依存のアクセント規劉」の概
念自体に疑惑があり、一般に信じられているほどの自明の論拠を持たないことも承した。む
しろ、入門初期のスペイン語教育にこれらを漫然と持ち込むことの方に弊害があり、それら
を利用しない（13）のメニューを提案するものである。言い換えれば、これらの3概念を教室
に持ち込まない教授方式が学習者の負担を減少させるという効率上の理由だけでなく、積極
的に代替手段を正当化する根拠があることを示唆した。
　以上のような諸点が初級スペイン語の学習にどの程度の負担の軽減になるかは、客観的に
測定しにくいが、入門後問もない学習者には、難しそうだとか、覚えにくそうだという不安
感や威圧感を極力与えないようにするのがより望ましい。スペイン語教育の中で音節をきわ
めて重視する考え方がある。実際「スペイン語学習で最も大切・重要なことは？」と尋ねら
れれば、ためらわず「音節を知り尽くすこと」と答える、と断言されている教育者もある。
拙論の考え方は、その対極に位置していて、手っ取り早く言えば、初級のスペイン語教育で
音節や音節への分節を教えることは不必要である、という主張をしていると受け取られても
かまわない。
［注］
＊本稿は、SELE’99（1999年8月26日一28日於；愛知県労働者研修センター）において筆者が報告した研究
発表『入門スペイン語教育における暗節」についてsに基づいている。出席者からいただいた多くの
コメントや指摘に対して感謝するとともに、その場での説明・答弁が不足したと考えられる部分は可能
な限り補足・加筆して対応するよう心がけたつもりである。
1）　参考教材用テキストー覧：
　（1993年以降に初版が出版されたテキストで、審査用見本として出版社から提供を受けたもので発音
　解説を含むものすべて〉
　青木文夫・辻光博　『現代スペイン語：文法と表現g芸林書房、1993
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小林一宏・エデルミラアマート9スペイン語との幽会い』第三書房、1993
細川幸夫　『英語からスペイン語へ9芸林書房、1993
野問～正・安藤弥生　『やさしいスペイン文法読本g第三書房、1994
浅香武和　噺スペイン語文法』大学書林、1995
西川喬　『スペイン語ゼミナールS第三書房、1995
大林文彦・藤田一成・大囹強正・ホセミリャン　『現代標準スペイン語S第三書房、1995
飯野昭炎　『第2語学のスペイン語』第三書房、1996
霞洋子・佐藤勘治・高松朋子・J，L．ベラスコ　『オラ・アミーゴス露芸林書房、1996
小池和良・上野勝広　『スペイン語を学びましょうS朝日出版社、玉996
山口忠志　『スペイン語で始めよう』第三書房、1996
javieτUano・上田博人・　lnmaculada　Martinez　『初級スペイン語訓朝日出版社、1997
カルメンパボン・角田哲康・木下登　『メディア・ナランハ』大学書林、1997
佐々木克実　『スペイン語との出会い』芸林書房、1997
大岩勉・カルメンパボン・高橋覚二　f初めて学ぶスペイン語』第三書房、1998
福罵教隆　9コミュニケーションのためのスペイン語』芸林書房、圭999
ギジェルモ吉川・渕上英二　『わかるスペイン語入門9芸林書房、玉999
M．Lo縫rdes　Dom6nec新M．　Dolores　Dom6nech　・　J．　Ignaclo　r）om¢nech　・土居｛＄　晒然に身につくスペ
イン言論芸林書房、1999
2）調査対象クラス：大阪外国語大学スペイン語専攻2年次2クラス（昼問主コース19名、夜間主コース
　　25名）；実施日寺期1999年7月
　　”母音間二重子音を含む語”の選択基準は、現代語として遭遇する可能性の多い通常の一般的な語
　　を選ぶため、スペインの雑誌La　Revlsta　de　El　Mundo（電子版）の1999年7月の4週分テキストの総語彙
　　の中から頻度数5以上で、繭記条件に適する以下のものを抽出した：
　　apllcaci6n，　supremo，　poblaci6n，　fRbrica，　cicle，　sacrifici6n，　siglo，　fbtog罫a食嬬refleja，　sufrir，　otro，　catedral
　　調査表には、二重子音でない2子音連続を含む語もランダムに並べておき、調査意図が感知されな
　　いように配慮した。これらの回答率は、二重子音の箇所の分割についてのみ注目しているので、該
　　当単語全体の分節が正しく行われているかどうかは調べていない。その場合、正答率はさらに低下
　　するはずである。なお、正答率の最も高い語、低い語は、それぞれfotografia　leO％，　sufrir　34e／eであっ
　　た。
3）　桑名一博他編E小学館西和中辞典遡、小学館、1990
　　カルロス・ルビオ、上田博人編噺スペイン語辞典A、研究社、1992
　　宮城昇・山田善郎監修ぽ現代スペイン語辞撫（改訂版）、白水社、1999
4）例えば、随意的に次のようなリストを発音練習用に示すことができる。
　　　　　al　au　　ei　eu　　O三
　　　　　1a　慧a　ie　ue　　IO　　し10
　　　　　IU　　　Ul
　　　　　iai　　　ie三　　　　（uai　uei）
5）入門教科書よりも詳紐な学習参考書や中級者向けの参照文法書などで、晴折、見受けられるのが、
　　分節（音節への分割）とハイフン分綴（行末での単語の分断）との混同である。もしも、「音節」が発音
　　入門でどうしても教えられるべきのものと認められたとしても、それは、あくまでも音韻的な小単
　　位への再分割という意味合いであって、入門コースの初期の段階で、形態素の境界を考慮する、い
　　わゆる「分綴」を一緒に扱って指導すべきとは思われない。行替えのための単語の分綴がどのよう
　　になされるべきかは多分に規範的な性格を加味した慣習的なもので、教育上どの程度重要性を持つ
　　のか疑問である。仮にそれが総合的な「スペイン言吾教科」のシラバスに入るとしても、ずっと後の
　　段階の指導項目であろうと思われるのでここでは論じない。　　　　　　　　　　　（1999．09．30）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999．10．4受理）
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